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     FOR PROSTATIC ACID PHOSPHATASE
Kazuhiro YOSHIDA, Sanyo SATO,  Taiji NISHIMURA 
            and Masao AKIMOTO 
  From the Department of Urology, Nippon Medical School
   We compared the values obtained by double-antibody radioimmunoassay (RIA) and immuno-
enzyme assay (IEA) for measuring the prostatic acid phosphatase (PAP) in human serum. Mean 
PAP value of IEA in normal persons was 0.582±0.228 ng/ml (M+2SD, 1.038 ng/ml). 
Correlation of two methods in benign prostatic hypertrophy (BPH) and prostate cancer patients 
was excellent Cr=0.9504, Y (IEA)=-0.4378+0.6529X (RIA)]. False positive cases were two by 
IEA and one by RIA in BPH patients. 
                                              (Acta Urol. Jpn. 35: 1819-1822, 1989) 
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た.ま た,PAP-RIA(栄 研)キ ッ トと,わ れ わ れ の
試 み た 免疫 酵 素測 定 法(immunoenzylneassay;以
下IEA法)を 用 い て,同 時 採血 した 患 者 血 清 に つ い
て 比 較 検討 した の で報 告 す る.
方法および対象
われわれが用いたIEA法 の測定原理 をFig.1










兎IgG山 羊血清)を 用いることで第1抗 体を分離し
たのち,患者血清中のPAPase濃度を測定する方法




て か ら3,000r.p.m./30分遠 心分 離 して 上 清 を 放 射 能
測 定 す る もの で あ る.
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正 常 コ ン トロール 群 男性48名,(年 齢33歳 ～92歳,
平均69.6歳)のPAP。IEA値 はo・582±0.228ng/m1
で,平 均 値+2SDを 正 常 値 範 囲 とす る と1.038ng
/mlがそ の 上 限 とな る,そ こ で,わ れ わ れ の 症 例 の 測
定 評 価 の た め の 正 常 値 に つ い てIEA法 を1.Onglml,
RIA法 を第2回PAP研 究 会3)で設 定 され た3ng
/m1以下 と して 検 討 を 行 った.前 立 腺 肥 大 症 症 例30名
(55歳～83歳,平 均70.6歳)の平 均値 は0.779ng/ml
で あ り,こ の中 で異 常 値 を 示 した もの はIEA法 に て
2例,RIA法 で1例 で あ る.(specificity;IEA法
93,3%,RIA法96.6%)
前 立 腺 癌 症 例47例に つ い て,臨 床病 期 な らび に 内分





































われ われの行った検査成績にお いて,肥 大症例で
























































といえる.し たがって,測 定感度,特異性,測 定時間
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